
豚肉と夏野菜の冷しゃぶ

取
り
組
み
に
よ
り
、
県
内
の
自
殺
者

数
は
平
成
19
年
に
比
べ
30
人
減
少
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
串
間
市
の
平
成

20
年
の
自
殺
者
数
は
11
人
、
人
口
10

万
対
の
自
殺
死
亡
率
49
・
７
人
と
か

な
り
高
く
、
女
性
よ
り
も
男
性
、
特

に
働
き
盛
り
の
中
高
年
男
性
の
自
殺

者
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
自
殺
の
原
因
と
背
景

　

自
殺
は
そ
の
人
の
自
由
な
意
思
や

選
択
の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
実
際
に
は
、
人
間
関
係
の
悩

み
、
職
場
で
の
長
時
間
労
働
、
多
重

債
務
、
身
体
的
疾
患
、
精
神
疾
患
、

そ
の
人
の
性
格
や
家
庭
状
況
、
職
場

や
地
域
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
合
っ
て
起
こ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
調
査
で
も
、

　

日
本
の
自
殺
者
数
は
毎
年
３
万
人

前
後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。
自
殺

未
遂
者
は
そ
の
10
倍
は
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
毎
年
30
万
人
（
１
日
１
、

０
０
０
人
）
の
人
た
ち
が
自
殺
を

図
っ
て
い
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
内

閣
府
は
平
成
19
年
に
「
自
殺
総
合
対

策
大
綱
」を
策
定
。
９
月
10
日
の「
世

界
自
殺
予
防
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、

毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
を
「
自
殺

予
防
週
間
」
と
し
て
自
殺
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
平
成
20

年
の
全
国
の
自
殺
者
数
は
３
０
、
２

２
９
人
、
人
口
10
万
対
の
自
殺
死
亡

率
24
・
０
人
。
宮
崎
県
は
同
年
、
３

６
４
人
、
人
口
10
万
対
の
自
殺
死
亡

率
32
・
０
人
と
全
国
に
比
べ
て
高
い

も
の
の
、
自
殺
予
防
へ
の
積
極
的
な

和
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
（
弁

護
士
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）
に

相
談
す
る
こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
が

き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
う
し
た
問
題
も
自
分
一
人
で
解
決

し
よ
う
と
せ
ず
、
で
き
る
限
り
身
近

な
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
し
一
緒
に

考
え
れ
ば
、
少
し
で
も
心
の
負
担
を

軽
く
で
き
ま
す
。

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
無
念
さ
、

ま
た
そ
の
自
殺
に
直
面
し
た
家
族
、

友
人
、
同
僚
な
ど
周
囲
の
辛
さ
や

悲
し
み
は
深
く
、
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。

自
殺
を
防
ぐ
こ
と
は
社
会
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
で
す
。
今
、
こ
の
瞬
間

に
も
自
殺
問
題
で
思
い
悩
む
多
く
の

人
た
ち
が
い
ま
す
。
自
殺
は
本
人
、

そ
し
て
周
り
が
正
し
い
知
識
や
情
報

を
得
て
、
解
決
の
た
め
の
一
歩
を
踏

み
出
し
、
具
体
的
な
行
動
を
と
る
こ

と
に
よ
り
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
だ
れ
か
に

相
談
す
る
こ
と
、
相
談
を
受
け
る
側

は
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
、
そ
し

て
周
囲
が
自
殺
の
危
険
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
ず
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

●�

相
談
先
＝
福
祉
保
健
課
自
立
支
援

係
☎
72
︱
０
３
３
３
（
内
線
５
１

０
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
研
修
会

参
加
者
募
集

　

強
い
絆
の
あ
っ
た
人
が
亡
く
な
る

と
い
う
体
験
は
、
残
さ
れ
た
人
々
に

か
け
が
え
の
な
い
あ
な
た
の

「
い
の
ち
」を
大
切
に

近
年
、
日
本
で
は
自
殺
者
数
が
毎
年
３
万
人
前
後
を
推
移
し
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
だ
れ
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

心
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
、
自
死
遺
族
支
援
に
重
点
を

置
き
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
安
心
し
て

悲
し
み
を
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
、
一
人
で
も
多
く
の
命

を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
「
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

●�

日
時
＝
９
月
21
日
（
火
）
午
後
１

時
〜
４
時

●�

会
場
＝
串
間
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

●�

講
演
＝
「
自
死
遺
族
の
い
た
み　

共
に
で
き
る
こ
と
」
／
講
師
：
石

倉
紘
子
氏
（
こ
こ
ろ
の
カ
フ
ェ

き
ょ
う
と
）

●�

活
動
紹
介
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ば
や

し
ハ
ー
ト
ム
／
話
し
相
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
串
間
市
）
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
み
ん
な
の
く
ら
し
タ
ー
ミ
ナ
ル

●�

対
象
＝
一
般
住
民
、
民
生
委
員
、

自
治
会
長
な
ど
地
域
関
係
者
、
行

政
お
よ
び
相
談
・
医
療
機
関
の
担

当
者
な
ど
１
０
０
人
程
度

●
参
加
料
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
参
加
申
込
書
に
よ
り

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
、
電
話
で
の

申
し
込
み
も
可
能
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
保

健
所
健
康
づ
く
り
課
疾
病
対
策
担

当
〒
８
８
９
︱
２
５
３
６
日
南
市

吾
田
西
１
︱
５
︱
10
☎
23
︱
３
１

４
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
︱
３
０
１
４

　国は、例年、月別自殺者数の最も多い３月を
「自殺対策強化月間」と定め、地方公共団体、
関係団体などとも連携して、重点的に広報啓発
活動を展開するとともに、関係施策を強力に推
進することとしました。串間市も県と連携し、
さまざまな悩みの相談窓口を一覧にした「ここ
ろの電話帳」を全戸に配布し、本庁１階ロビー
と総合保健福祉センター内に自殺対策コーナー
を設置しパンフレットなどを置きました。
　また、宮崎県の自殺対策シンボルである「青
Ｔシャツ」とともに県が作成した「ひとりで悩
まないで誰

だ れ

かに話してみませんか」というメッ
セージを込めた青ポロシャツを、毎週水曜日に
総合保健福祉センターに勤務する職員が着用し
普及啓発に努めました。この毎週水曜日の青ポ
ロシャツ着用は現在も続けています。串間市で
は今後も県と連携し、自殺対策普及啓発に努め
ていきます。

串間市の自殺対策普及啓発活動

疲
労
が
蓄
積
し
、
休
息
の
リ
ズ
ム
が

乱
れ
て
、
疲
れ
て
い
る
の
に
休
め
な

い
状
態
」
で
、
心
身
共
に
疲
れ
き
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
た
状
態
で

す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

約
15
人
に
１
人
は
生
涯
の
う
ち
に
う

つ
病
を
経
験
。
あ
り
ふ
れ
た
病
気
の

一
つ
と
も
い
え
ま
す
が
、
多
く
の
人

は
病
気
で
あ
る
と
気
付
か
ず
、
治

療
を
受
け
ず
に
い
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
体
の
だ
る
さ
や
不
眠
、

食
欲
低
下
な
ど
の
身
体
症
状
、
ゆ
う

う
つ
な
気
分
や
不
安
感
、
や
る
気
が

お
き
な
い
な
ど
の
心
の
症
状
に
特

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
周
囲
の

方
々
は
、
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗

く
な
る
、
体
調
不
良
の
訴
え
が
多
い
、

周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に

な
っ
た
、
飲
酒
量
が
増
え
た
な
ど
の

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
適
切
な
対
応

を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

本
人
が
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る

環
境
を
つ
く
り
、
励
ま
さ
ず
、
否
定

せ
ず
、
気
晴
ら
し
を
無
理
強
い
せ
ず
、

寄
り
添
っ
て
思
い
を
受
け
止
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
医
療
機

関
な
ど
に
相
談
し
、
適
切
な
治
療
を

辛
抱
強
く
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。

■�

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
だ
れ
か

　
に
相
談
を

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
死
を

考
え
る
と
同
時
に
「
生
き
た
い
」
と

家
庭
や
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
、
経
済
面

の
不
安
な
ど
を
抱
え
る
人
ほ
ど
自
殺

願
望
が
強
い
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
や
家
庭
・

職
場
な
ど
と
の
つ
な
が
り
を
失
う
こ

と
か
ら
「
生
き
る
不
安
」
を
抱
え
一

人
で
悩
み
、「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
と

い
う
絶
望
感
や
孤
独
感
か
ら
自
殺
に

至
る
過
程
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
自

殺
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題

な
の
で
す
。

■
自
殺
と
精
神
疾
患
の
関
係

　

自
殺
を
図
っ
た
多
く
の
人
が
う
つ

病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
精

神
疾
患
に
か
か
っ
て
お
り
、
特
に
う

つ
病
の
割
合
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
う
つ
病
は
単
に
気
分
が
落
ち

込
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
「
心
身
の

い
う
気
持
ち
の
間
で
激
し
く
揺
れ
動

き
悩
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
不

眠
や
体
調
不
良
な
ど
の
自
殺
の
危
険

を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
の
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
気
持
ち
を
だ
れ

か
に
相
談
す
る
こ
と
へ
の
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

や
抵

抗
感
な
ど
が
あ
る
た
め
に
、
周
囲
に

は
な
か
な
か
伝
わ
ら
ず
、
早
期
発
見

を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
重
要
な
の
は
、
周
囲
の
家

族
や
同
僚
、
地
域
住
民
の
支
援
で
す
。

身
近
な
人
々
が
心
身
の
不
調
に
気
付

い
て
あ
げ
る
こ
と
や
、
一
言
声
を
か

け
る
こ
と
に
よ
り
自
殺
を
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

自
殺
は
決
し
て
個
人
の
弱
さ
や
性

格
な
ど
の
問
題
で
な
く
、
健
康
問
題
、

経
済
問
題
、
生
活
問
題
、
労
働
問
題
、

家
庭
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

関
係
し
て
い
る
の
で
す
。「
も
う
自

殺
し
か
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま

う
の
は
、
今
抱
え
て
い
る
過
大
な
ス

ト
レ
ス
で
視
野
が
狭
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が

解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
精
神

科
医
、
職
場
の
産
業
医
、
地
域
の
保

健
福
祉
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
自
己
判
断
せ
ず
、
専
門
医
の
診
察

を
受
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
治
療

を
き
ち
ん
と
進
め
た
上
で
、
今
抱
え

て
い
る
問
題
の
解
決
を
考
え
、
労
働
、

人
権
、
金
銭
な
ど
の
問
題
、
家
庭
不

青ポロシャツを着用して勤務する職員。「ひとりで悩
まないでだれかに話してみませんか」

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
男　性 21,677 23,396 21,955 22,236 21,419 22,007 21,546 
女　性 8,272 8,713 8,292 8,317 8,502 8,820 8,683 
合　計 29,949 32,109 30,247 30,553 29,921 30,827 30,229

■全　国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
男　性 260 278 275 259 243 284 258 
女　性 93 91 93 93 119 110 106 
合　計 353 369 368 352 362 394 364

■宮崎県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
男　性 5 6 5 3 7 9 9 
女　性 1 3 2 3 1 2 2 
合　計 6 9 7 6 8 11 11

■串間市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

◎自殺者数の推移

◎自殺率の比較（人口 10万対の自殺者数）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
全　国 23.8 25.5 24.0 24.2 23.7 24.4 24.0 
宮崎県 30.3 31.8 31.8 30.6 31.6 34.6 32.0 
串間市 26.1 39.7 31.3 27.5 36.7 49.7 49.7

※ 厚生労働省の人口動態統計及び県の衛生統計年報より（H14 〜 H20 まで確定数）
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